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１　監査の対象 

　　政策室、地域福祉課、河川下水道課 

　　 

２　監査の範囲 

　　令和５年度における財務に関する事務の執行等 

 

３　監査の期間 

　　令和６年９月２日（月）から令和６年１１月２９日（金）まで 

 

４　監査の方法 

　　令和５年度における予算及び事務事業の執行状況について、各部署から提出された調

査票と契約事務に係る書類等の関係資料を精査するとともに、関係職員から説明を聴

取する方法により実施した。 

　　また、各部署における時間外勤務や旅行命令の事務処理状況、取扱い現金等の保管状

況、備品類の管理状況等に係る実地監査を行った。 

 

５　監査の着眼点 

　　事務事業や予算の執行等について、関係法令等に合致しているか検証し、各事業等に

ついて、最少の経費により最大の効果が図られているか、組織・運営の合理化が図ら

れているか等に視点を置いて実施した。 

　　なお、重要リスク及び監査の着眼点については、監査対象に係るリスク、内部統制の

状況を踏まえ、「契約事務」「取扱い現金等」「旅費」「人件費（時間外）」「書類、

情報の管理」「財産管理」を重点・準重点と設定した。 

 

６　監査の結果 

　　各部署における事務事業や予算の執行について、いずれも関係法令等に基づき概ね適

正に執行されているものと認められる。 

ただし、契約事務に関して、書類の不備等の軽易な誤りが見られたため、関係職員

に対し改善するよう指導した。 

 



◎政策室 

　(1) 令和６年度職員数 

　　　会計年度任用職員　６人（＋５） 

　　　給付金事業による一時的なもので現在は１人（±０）になっている。 

 

(2) 事務事業 

　　　秘書事業、広域圏行政推進事業、企画調整事業、埼玉県ふるさと創造資金事務、地

方分権推進事務、総合振興計画策定・管理事業、地方版総合戦略策定事業、ＳＤ

Ｇｓ推進事業、吉川美南駅前施設整備検討事業、市民意識調査事業、行財政改革

推進事業、ＩＳＯ９００１供給者適合宣言事業、行政評価事業、入学等準備応援

給付金給付事業、定額減税補足給付金給付事業、広報よしかわ等発行事業、市ホ

ームページ管理運営事業、パブリシティ事務、シティプロモーション事業、ラジ

オ番組制作事業、市長とランチミーティング事業、一日市長事務、市民の声事務、

市長キャラバン事業、職員研修事業、被服貸与事務、安全衛生管理事務、職員互

助会支援事務、人事管理事務、給与支給事務、表彰事務、共済組合等事務、会計

年度任用職員等管理事務、職員採用事務 

 

　(3) 時間外勤務、出張、契約、金銭処理状況 

　　　令和５年４月から令和６年３月までの時間外勤務時間の合計は８４３２時間５０分

で、時間外勤務が最も多い者で７９０時間１５分、最も少ない者で２０５時間とな

っている。時間外勤務を必要とする主な理由は、秘書事務による休日出勤、地域公

共交通協議会の新設に係る事務等であった。 

　　　旅行命令の処理状況については、概ね適正に処理されていた。 

　　　契約事務については、主なものとして広報よしかわ印刷製本や職員定期健康診断業

務委託等があり、概ね適正に処理されていた。 

　　　現金及び金券類については取扱いがなかった。 

 

 

 副室長 主幹 副主幹 主査 主任 主事 前年度比

 １ １ ２ ４ ３ ９ －２



◎地域福祉課 

　(1) 令和６年度職員数 

　　　会計年度任用職員　１６人（＋１２） 

　　　給付金事業による一時的なもので現在は４人（±０）になっている。 

 

(2) 事務事業 

民生委員・児童委員活動推進事業、社会福祉協議会支援事業、ボランティアセン

ター支援事業、紙おむつ支給事業費等助成事業、更生保護活動支援事業、戦没者

遺族支援事業、福祉有償運送推進事業、日本赤十字社事務、地域福祉計画推進事

業、一人暮らし高齢者等見守り事業、災害時緊急避難支援事業、自殺対策事業、

要援護者見守りネットワーク事業、包括的支援体制構築事業、吉川市食料品等価

格高騰重点支援給付金給付事業、よしかわくらしサポート商品券給付事業、吉川

市物価高騰対応支援給付金給付事業、吉川市均等割のみ課税世帯支援給付金給付

事業、生活保護運営事業、生活保護支給事業、生活保護受給者等就労支援事業、

住宅確保給付金給付事業、生活困窮者自立相談支援事業、生活困窮者子どもの学

習支援事業 

 

(3) 時間外勤務、出張、契約、金銭処理状況 

　　令和５年４月から令和６年３月までの時間外勤務時間の合計は４５６４時間４５

分で、時間外勤務が最も多い者で５０１時間３０分、最も少ない者で４８時間とな

っている。時間外勤務を必要とする主な理由は、各種給付金の事務処理、生活保護

支給に係る事務処理等であった。 

　　　旅行命令の処理状況については、概ね適正に処理されていた。 

　　　契約事務については、物価高騰対応支援給付金給付システム運用等業務委託、生活

困窮者等子どもの学習支援事業業務委託等があり、概ね適正に処理されていた。 

　　　現金については、生活保護費（現金支給分）と駐車場使用料（生活保護訪問調査）、

金券類については、切手とETCカードの取扱いがあり、それぞれ適正に管理されてい

た。 

 副部長 課長補佐 係長 副主査 主任 主事 前年度比

 １ １ １ １ ４ ７ ±０



◎河川下水道課 

　(1) 令和６年度職員数 

　　　 

(2) 事務事業 

公共下水道事業経営事業、汚水処理事業、汚水処理施設建設改良事業、農業集落

排水事業経営事業、農業集落排水施設維持管理事業、農業集落排水施設整備事業、

雨水排除事業、雨水排除施設建設改良事業、一級河川改修促進事業、河川等除草

業務、河川整備事業、排水施設管理事業、ポンプ施設管理事業、親水啓発事業 

 

(3) 時間外勤務、出張、契約、金銭処理状況 

　　令和５年４月から令和６年３月までの時間外勤務時間の合計は２４８４時間で時

間外勤務が最も多い者で５５９時間３０分、最も少ない者で３１時間３０分となっ

ている。時間外勤務を必要とする理由は、美南地区開発に係る工事の施工管理、機

械専門性の高い設備の管理・検査等であった。 

　　　旅行命令の処理状況については、適正に処理されていた。 

　　　契約事務については、排水管等実施設計業務委託、移動式排水ポンプ購入等があり、

概ね適正に処理されていた。 

　　　現金については契約保証金（小切手）、金券類については切手の取扱いがあり、そ

れぞれ適正に管理されていた。

 課長 課長補佐 副主幹 副主査 主任 主事 前年度比

 １ １ １ １ ２ ６ ＋１


